
 

講義「フットボールの発展史４」 ―サッカーとラグビーの分かれ目― 

１．産業革命からスポーツの成立へ 

イギリスでは、産業革命によって鉄道が敷かれ、地方から都市へ短時間で移動できるようになります。すると、パブリックスク

ール（貴族の子弟が集団生活する私立学校）同士の交流試合も行われるようになります。しかし、ここで問題なのは、それぞれ

の学校でゲームの仕方が違うということでした。試合の前には、両方のチームの代表者が、相談してルールを決めなければなり

ませんでした。こういうことを試合ごとに行わなければならないので、大変不便でした。 これと同じことが大学でも起こります。

パブリックスクールを卒業した貴族の子弟は、大学に進学するのですが、そこでフットボールをやったとしても、やり方が違うた

めにゲームができないということが起こります。また、鉄道の発達によって、地方から都市にたくさんの人が移り住むようになりま

す。工場で働く労働者の間でも、フットボールが行われるようになりますが、また、同じように、ルールが違うので、試合前に話合

いをしてから、ゲームを行うという不便なことが起こったのです。このような状況の中、やり方を一つにしようという「統一ルール」

の声が上がってきます。 

２．ＦＡ（フットボール・アソシエーション）の結成 

産業革命が起こってから約百年後の１８６３

年。１３条からなるフットボールの共通ルールが

できます。それまでに、数回の会議がもたれた

のですが、その会議では、大きく２つの意見が

対立します。 

  多くの人たちが賛成するルールと言うのは、

ボールを手で持って扱ったり、手で持って走る

ことを禁止しました。ボールは主に足でけって

運ばなくてはならない（ドリブルの使用）とし、

相手の足をけったり、すくったりすることも同時

に禁止したのでした。 

一方、少数派の意見は、ボールを持って走っ

たり、相手をたおしたりすること（タックル）な

ど、相手と体を触れ合うことこそ、フットボール

の一番おもしろい所だとして、意見をゆずらな

かったのでした。 

  数回の会議でも決まらず、結局、多数決で決

めることになりました。そして１３対４で多数派

の意見が認められたのでした。そして、フットボ

ール・アソシエーション（ＦＡ）のルールが生ま

れ、フットボール協会が生まれることになりまし

た。 

  ところが、少数派はこの決定を認めず、フット

ボール協会を去ることになりました。 

協会を出て行った人たちは、１８７１年に自分 



 

 

 

 

 

たちで別の協会を作り、ちがったルールによるフットボールを行います。そのルールはラグビー校で行われていたものを主に

用いため、ラグビー・フットボール（ラグビー）とよばれるようになりました。 

こうして、イギリスのフットボールは、２つのタイプで行われるようになりました。当時のイギリスは、多くの植民地を世界各地に

持ち、ヨーロッパはもちろん、中南米の国々、アジアへも伝わりました。アソシエーションフットボール（ＦＡ）は、アジアやアメリカで

も行われて、一部の国では、「サッカー」とよばれるようになりました。一方、アメリカに伝わった、ラグビーからは１８８０年に「アメ

リカンフットボール」が生まれ、アメリカを代表するスポーツとして発展します。 

 

３．サッカーゴールとラグビーゴール 
 

ラグビーのゴールはＨ字型で、サッカーのゴール

は四角く、ネットがはってあります。ラグビーのゴー

ルはＨ字型のバーの上をボールが通過したら得点

となるのに対して、サッカーではバーの下、つまりネ

ットに入ったら得点となります。このちがいはどうし

てなのか？というお話です。 

ラグビー校の１８４５年のルールの中には、ゴール

について次のように書かれています。「ゴールは１４

フィート（約４．５ｍ）の間隔に、二本の棒をまっすぐ立て、１０フィート（約３ｍ）の高さの

所にバー（横木）をわたす。そのバーの上をこえればゴールである。バーの上に立つようなことをしてはいけない」と。きっと昔は

バーの上に立つような生徒がいたから禁止をしたのでしょう。ラグビー校では、横木の上をボールが通るとゴールになっていた

のでした。 

 

ラグビー校におくれること４年、歴史の古いイー

トン校でも、ラブビー校とは全く反対のルールを決

めました。 

「ボールをつかんだり、手で持って走ったり、投げ

たり、打ったりしてはいけない。」「ゴールポストは、

地面から７フィート（２．１ｍ）の高さとし、ポスト間の

距離は１１フィート（３．３ｍ）とする。ボールをけって

二本のポストの間を通った場合にゴールとなる。ただし、キックはバー（横木）の上をこ

えないものとする。」このルールが後のサッカーのルールの元になっていったのでし

た。 

バー（横木）の上を通るか、下を通るのかというパブリックスクールのルールのちがいで、ラグビーとサッカーに分かれて行

き、ゴールも今では全くちがった形になっているのです。 

ラグビー派 
相手を倒すことこそ、フット

ボールの魅力だ。密集でのボー

ルのうばい合いがおもしろい。 

サッカー派 
足を使うからこそフットボールと

言う。パスを回してシュートするのが

フットボールの魅力だ。 
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